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近年，公共空間を巡る価値観が多様化する中，公共空間の設計・管理に際して，苦情や事件・事故等の

回避に一番に重点が置かれる傾向にある．明治以降の近代的都市計画の中で，日本人がどのような公共空

間を体験し，公共空間をどう考えてきたのかを知ることで，公共空間に対する価値観の可能性や，公共空

間の在り方を見直すことが出来ると考える．本研究では，各時代の状況が反映されているメディアとして

新聞記事を対象とし，｢広場｣「公園」「空地」「歩行者天国」に関して書かれた記事内容の言説を分析す

る．結果，明治から現代までの各空間の状況や使われ方，イメージの変遷を明らかにした．また，4空間

の変遷を比較することで，各空間の独自性や，空間同士の関係性を見出した． 
 

キーワード :公共空間，広場，公園，空地，歩行者天国，新聞記事，価値観，イメージ，変遷 
 

 
１．はじめに 
 

(1)背景・目的 

近年我が国では，「公共空間はどうあるべきか」，或

いは「公共空間において人々はどうあるべきか」といっ

た意見が様々な個人の価値観で多様化し，空間の設計者，

ないし，管理者と空間の利用者との対立や，利用者同士

の対立，クレーム問題，マナー問題が絶えず発生してい

る．そのため，公共空間の設計・管理に際して依って立

つべき価値観や目指すべき空間の在り方が曖昧になり，

結果，広場や公園などの公共空間では，苦情や事件・事

故等をなるべく起こさないよう，安全管理のし易さに重

点が置かれ，利用者の行動や活用の幅が制限される傾向

にある１）．今後公共空間の設計・管理を考える上で，

明治以降の近代的都市計画の中で，日本人はどのような

公共空間を体験し，公共空間をどう考えてきたのかを知

ることは重要である．  

そこで本研究では，明治から現代までの公共空間の状

況や使われ方，イメージの変遷を明らかにすることを目

的とする． 

 

(2)既往研究 

 公共空間の状況や使われ方，イメージなどの変化・変

遷に関する研究は，全般的に公共空間を対象にしたもの

から，広場や公園といった特定の公共空間を対象とした

もの，空間の設計・計画から，空間イメージに至るまで，

かなりの蓄積がある． 

 こうした変遷に関する研究を，変遷の対象に着目して

分類すると，  

①計画思想や計画方針について時代変遷を追い，行政・

設計者，制度側が依拠する価値観の変化を見るもの． 

②各種法令の時代変遷を追い，管理規則や制限の観点か

ら，管理側と利用者側相互の価値観の変化を見るもの． 

③空間の分布状態や形態の時代的変化を追い，利用実態

と空間状態の関係性から，空間の位置づけ・役割を読

み取るもの． 

④空間の利用のされ方・使われ方の時代的変化を追うこ

とで，空間の社会的役割を見るもの． 

の4つに大別できる． 

 ①は，吉田ら２）による明治から現代までの駅前広場
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空間の設計・設計思想の変遷を見たものや，杉田ら３）

による市区改正期から戦災復興期までの公園計画標準の

歴史的変遷を見たもの，齋藤ら４）による 1968 年から

2007 年までの公開空地・有効空地の計画コンセプトの

分類と変遷を見たもの，②は，金子５）による明治期以

前から昭和までの都市公園の管理運営制度の変遷とその

特色を見たもの，③は，平松６）や中村ら７）による地方

都市の中心市街地にある空地の変遷と形成過程を見たも

の，④は，西山８）が1960年代から2000年代までの上野

公園について，大竹ら９）が1903年から2016年までの日

比谷公園について，いずれも新聞記事の言説から変遷を

見たものなどが，それぞれ有用である． 

これらの課題として， 

・対象空間については，駅前広場や限定されたエリア内

ないし特定の場所についての個別事例が多いため，公共

空間全体を見て，かつ複数比較する必要があること 

・対象期間についても，個別の場所ごとに扱う期間がま

ちまちになるので，明治以降から現代までの長いスパン

で変遷を観察する必要があること 

・焦点として，管理側・利用者側相互の動向が分かる必

要があること 

が言え，本研究では，複数の公共空間の計画・設計・空

間利用の変遷を長期間見ることとする． 

 

(3)方法 

 本研究では，社会的関心や時代背景を把握でき，各時

代の状況が反映されているメディアとして新聞記事に着

目し，広場等公共空間に関して書かれた記事内容の言説

を分析する．その際，公共空間の中でも，利用用途に多

様性を持ち，不特定多数の利用者に向け計画・設計され

た空間として，｢広場｣「公園」「空地」「歩行者天国」

の４空間を取り上げ，これら４つのキーワードを含む記

事の内容を分析する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．調査 

 

(1)新聞記事調査 

 明治期に発刊された全国紙である朝日新聞10）を用い

る．朝日新聞縮刷版（1879年1月1日-1999年）と朝日新

聞（2000年-2015年12月31日）において上記の４ワードで

記事検索をしたのち，海外および東京以外の公共空間に

関する記事や，空間利用に直接関係ない記事は除外し，

広場」353件，「公園」3615件，「空地」102件，「歩行

者天国」113件，総計4183件の調査対象記事を抽出した

（表1）．  

 

 

 

(2)記事内容の整理と分類 

対象記事から，時代的傾向や，キーワード間の相違点

を読み取るために，各記事を話題別に整理・分類する． 
 具体的には， 
①「各空間を作ったり変えたりする時に，その空間がど

う考えられているか」を知るための，『空間の建築計

画』や『空間内に何か新築』といった話題 
②「各空間を活用する時に，その空間がどう考えられ，

何に活用されているか」を知るための，『行事・催し

物』や『集会・デモ』，『緑化・自然再生・美化』，

『栽培・耕作』といった話題 
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表 1 ：各ワードの全記事数と対象記事数 

表 2：各ワードの話題の項目一覧 
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③「各空間で起こるネガティブなことへの対応姿勢から，

その空間はどう考えられているか」を知るための，

『事件・事故』や，『規制・取締り』，『安全・防

犯』，『中止・廃止』といった話題 
④「各空間に対する見方・考え方」を知るための，『観

念・意見』について書かれている記事 
⑤ ①～④に該当しない記事を『その他』 
として整理・分類する． 
 各キーワードに対して該当する①～⑤の話題の項目を

表2に示す． 
 

３．分析 

 

(1) 「広場」の記事分析 

 「広場」記事について，各記事が出た年代と，その話

題を分類した分析対象記事数が353件である（表３）． 
 

 

 各話題について記事内容を分析し，共通する主題を抜

き出した．紙面の都合上，ここでは「広場」の変遷が最

も特徴的に読み取れた，『広場計画・建設・指定・拡

張・改修』の話題を取り上げる（表４）． 

1930年代，宮城前が神武天皇即位紀元2千6百年を記

念するとともに，支那事変の聖戦を永遠に宣揚する戦勝

広場として整備されて以降，皇室や軍事と深く結びつい

た，国の象徴的な空間であることが分かる． 

1930-1960 年代，駅前広場の計画・建設が活発となる．

山手線及び京浜線付近の発展に伴って交通量が急増し広

場新設の必要が痛感されていた時代，1935 年の新宿・

池袋・大塚駅の駅前広場整備に始まり，駒込・巣鴨・目

白・目黒・五反田・大井・蒲田駅へと駅前広場計画事業

は広がりを見せていった．交通量の急増による自動車と 

 
人々の混雑を緩和するための駅前広場づくりであること

が記事から読み取れる．  
 1960 年代には，駅前広場計画に加え，様々な特色を

持った広場が作られ始める．特に複数の記事でみられた

のが，「子供のための」広場である．「交通戦争」と叫

ばれた時代，道路等で遊戯中事故に遭う子供を減らそう

と，子供を収容できる広場づくりが広まっていったと考

えられる．行政側による広場づくりはもちろん，個人所

有の土地を子供の遊び場用に開放する「善意の広場」な

ど，市民協力による広場づくりも見られた． 

 さらに，1960 年代後半では，多摩川や荒川の河川敷

に広大な面積を使った広場づくりが見られ始める．河川

敷に野球場，ピクニック広場，遊戯広場，運動広場など

都民の憩いの場など，レクリエーション要素の強い広場

といえる． 

 1970 年代，引続き駅前広場や子供のための広場づく

りが見られるが，その他に「防災・避難場所の確保のた

め」「緑の確保のため」の広場計画・建設・指定が続々

と行われた．防災・避難所広場の経緯としては，東京都

が派遣したロサンゼルス地震調査団の報告を受けた美濃

部都知事の政策において，防災に重点が置かれたことに

よるものと考えられる．主に地震が発生した際の対策と

して，延焼を防ぎ，住民の避難地となる広場の必要性が

高まっていた中での広場計画・建設・指定といえる．緑
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表 3：「広場」記事の年代話題別記事数 

表 4: 『広場計画・建設・指定・拡張・改修』の記事内容 
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の広場に関しても，美濃部知事による「広場と青空の東

京」という都市改造構想による影響が大きいと考える．

当時のビル・住宅が密集している東京の状況に加え，公

害問題の発生から，東京に緑を取り戻し，オープンスペ

ースを広げようとする働きかけが緑・自然確保のための

広場計画に繋がったと言える． 
 また，1970 年代後半から住民が広場づくりに参加す

るようになる．行政側が積極的に住民のアイデアを広場

の設計に取り入れたり，住民運動によって広場がうまれ

たりした． 

 1980 年代には，引続き駅前広場，防災・避難所とし

ての広場，子供のための広場，緑・自然確保のための広

場が計画・建設されるが，駅前広場の計画・建設におい

ては，「駅再開発」に伴う駅前広場づくりが目立つよう

になっている．  
 

(2) 「公園」の記事分析 

 「公園」記事の各記事が出た年代と，その話題を分類

した分析対象記事数が3615件である（表５） 
 

 
各話題の主題の変化を，詳細に内容分析する．紙面の

都合上，ここでは「公園」の変遷が最も特徴的に読み取

れた，『行事・催し物』のを取り上げる（表６）． 

ここからは，1870-1930 年代頃の皇室関連行事，1900-

1940 年代の国家・軍事関連行事，1880-1910 年代の娯楽

イベントや啓蒙的イベント，1920-30 年代の多様な娯楽

イベントや子供向け行事，戦争を挟み，1960-70 年代の

子供向けイベント，1980-90 年代の交通安全教室といっ

たように，各時代の公園の主要な使われ方の変遷が見て

取れる． 
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表 5：「公園」記事の年代話題別記事数 

表 6：『公園の行事・催し物』記事内容 
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1870-1900 年代，上野公園での博覧会，美術展覧会，

漆工競技会といった展示会や，芝公園能楽堂での能や狂

言の鑑賞が行啓・行幸の目的とされた．日比谷公園では

英皇族の来日歓迎式が行われるなど，海外の皇族を歓迎

する場でもあったことが分かる．1910-1920 年代，日比

谷公園や上野公園で皇室の祝い事に伴う行事が多数行わ

れた．数々の奉祝会においては，奉祝の誠意を表そう，

或いは余興に熱狂しようと，数万人規模の民衆が集まり，

公園は大群衆で埋め尽くされるなど，天皇関連行事が白

熱した年代と言える 
 一方，市民向けには娯楽色の強い相撲や啓蒙的な要素

をもつ展示会・展覧会，演奏会が開催され，公園は歓楽

の地であり，かつ人びとに教養を与える場でもあったこ

とが考えられる．この時期，行事によって開催される会

場が違い，相撲は芝公園，深川公園，浅草公園で，共進

会（陶漆器，織物，繭等），博覧会といった展示会・展

覧会は主に上野公園で開催されていた．したがって，芝

公園，深川公園，浅草公園は比較的娯楽色の強い公園で

あり，逆に上野公園は国の発展を示し，かつ啓蒙施設的

な役割を担っていた場所であったと考えられる． 
 1900-1940 年代は，国家・軍事関連行事が隆盛した．

1900 年代は公園における国家・軍事関連行事が最も頻

繁に，盛大に行われた時代である．主に日比谷公園，上

野公園，浅草公園において日露戦争祝勝会や陸軍歓迎式

が催され民衆が多数集まったほか，海外の艦隊を歓迎す

る場や外交の場ともなっていた．1910 年代以降，戦時

中にかけて，軍人葬儀や祝賀会，建国祭などが継続的に

行われており，政治視線で国民を動員する場として使わ

れている． 

 1920-1930 年代には，展示会・展覧会や演奏会に加え，

祭り，スポーツ，映画など, バラエティに富んだ行事が

各地の公園で行われており，公園の活用の幅がかなり広

まったと言える．子供向けの行事も複数見られるように

なり，公園が子供のための場になっていったことも分か

る．1940-50 年代は戦争により，公園の文化的・娯楽的

な行事が少なくなる．  

 戦後 1960 年代以降，再び様々な行事が見られるよう

になり，特に子供を意識した行事が多くなった．小学校

対抗の公園はねつき大会や，こども会，レクリエーショ

ン子供大会等など，子供向けの催し物が東京各地の複数

の公園で行われており，公園に子供を集めようとする動

きが見られた． 
 また，1980-1990 年代には，自転車利用安全教室や，

二輪車の講習会といった，交通安全教室が見られた．児

童の交通事故の減少を目的とした取組みが公園で行われ

ていたことが分かる． 

 

(3) 「空地」の記事分析 

 「空地」記事の各記事が出た年代と，その話題を分類

した分析対象記事数が102件である（表７）. 
 

 

各話題の主題の変化を，詳細に内容分析する．紙面の

都合上，ここでは「空地」の変遷が最も特徴的に読み取

れた，『空地に何か新築・増築・建築計画』と『栽培・

耕作』を取り上げる（表８）． 
 
 

 
1920 年代，空地に建物を建てようとする動きが見ら

れ始め，1930 年代になるとゴルフ場や競技場といった，

運動施設建設のために空地が使われていた．ゴルフ場に

ついては市民の保健と娯楽のためにと東京市が計画し，

月島の空地に建設された．競技場については，東京オリ

ンピックに向けての建設であり，敷地候補として多数の

O�+

��#

③ ���
!����

�360*

����G

�����

��

④DP
�J<

�

G�<

⑤
��$

�

N

Q

�
�

�

�

�

�

�

%

�

�

�

�

�

�

�

4



D

,

L

C

"

M

F

"

9

1

"

5

M

�
D

,

�

'

�

;

E

"

.

E

"

5

E

L

C

�
I

#

"

)

	

A

-
>

-

"

H

(

�
#

&

"

#

:

"

@

2

�
D

,

K

7

"

8

J

0
�

�

$

��
 � � � � � � � �
��� � � � � � � � �
��� � � � � � � � �
��  � � � � � � � �
��� � � � � � � � �
��� � � � � � � � ��
��� � � � � � � � 

��� �� � � �	 � � � �

��� � � � � � � � � 
��	 � � � � � � � ��
��
 � � � � � � � 

��� � � � � � � � �
��� � � � � � � �  
�   � � � � � � �  
� � � � � � � � �  
L �
 �
 � �� �	 � �� � �

①DP���

��/���


�=���G�

������

②DP�?B

������G

�������

L

�,] �]�,�����+� �,:Q6

 
	� �
 

� �
 
�� �
 ��� �
 � � �

 ��� � !�&�UA1P�M.R�|ey/Y�0

��T4F�'�$K5�

� �<`� �& F�rZF

� �x)�^n8���pD

�dE){4

o\��<���#�dE�pD�Oj�B

=;

� �p)��`� �fg�X�Y�[2I�wa1P

�	 �x)�^n8���pD

�dE){4

Oj�<?�
�^�{4�s-�L�LN

Vu�pD�4e��z�~C�>��	


hk�pD�i��4���_@J����


�HS��t
 ��� � c}�$"Wv

 ��� � �CD�N7���F �CD�*bm
N7���F�9q�C

 �	� � �%�(�

 �
� �
 ��� �
���� �
�� � �

 ���

��������

���

pD�3�_v)Gv)Wv�l�dE){4

 ���

表7：「空地」の年代話題別記事数 

表 8：『空地に何か新築・増築・建築計画』と『栽培・耕作』 

の記事内容 
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空地が挙げられた． 
1939 年-1944 年において，空地が食糧や飼料の生産す

る場として栽培や耕作に使用された．敷地の大小に関わ

らず，空地を一坪も余らぬよう利用していたことから，

当時の空地の貴重さが読み取れる．近所の女性らが使わ

れていない空地の地主に無償提供の申入れを行ったり，

“隣組”に種苗が配給され地域の周辺住民が空地を耕し

たりした． 

1940-1945 年，戦争が激化すると，空地は防空施設や

避難地として利用されるようになる．防空貯水池，待避

所，掩体壕，戦災者のための簡易住宅が空地に建設され

たことが記事から読み取れる．貯水池に関しては，警視

庁が防空貯水池等を設置のため遊休空地数，位置の選定

などの調査を行い，東京都全域にわたり“遊休空地防空

報國運動”を大々的に展開した．空地を，一定の目的に

使用の必要を生ずるまで，その所有者の防空的自覚に訴

え，自発的に提供してもらうよう働きかけた． 

1960 年代には，行政の働きかけや，市民の協力によ

って，空地が遊園地や子供の遊び場となるケースが見ら

れた．荒川区では，商店会によって遊び場のない子供の

ために空地の一部を買上げて児童遊園地をつくる運動が

行われ，板橋区でも，子供たちの遊び場不足を緩和する

ため，区内の地主たちと空き地借用の覚書を交した． 

1970 年代以降になると，空地の記事はほとんど見ら

れなくなる． 
 

(4) 「歩行者天国」の記事分析 

「歩行者天国」記事の各記事が出た年代と，その話題を

分類した分析対象記事数が113件である（表９）． 
 

 

各話題の主題の変化を，詳細に内容分析する．紙面の

都合上，ここでは「歩行者天国」の変遷が最も特徴的に

読み取れた，『歩行者天国実施・計画』と『中止・廃

止』を取り上げる（表10） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1970 年代，銀座，新宿，浅草，池袋を皮切りに，各

地で歩行者天国が計画・実施され，それまでバスやトラ

ック，車が走り，排気ガスが蔓延していた場所に歩行者

空間が生まれた．歩行者天国の記事数や記事の内容から，

世間の関心度の高さがうかがえる．上記の4地区におい

て歩行者天国がスタートした初日には，合計 78 万 5 千

人の人出であったと報じられている．その後，渋谷，上

野，多摩など，続々と各地区に広まりを見せた．また，

初めは多くの地区において，日曜・祝日の午後に車両の

締出しが行われたが，1973 年ごろから土日・祝日で実

施，時間延長，区間延長といった歩行者天国の拡大が複

数の記事より確認できる． 

一方，1970 年代後半から，歩行者天国による他の通

りの交通量の増加・渋滞や，道路利用者によるゴミ問

題・騒音問題が原因となり，歩行者天国が廃止になる通

りが見られた．また，1979 年から，年末年始や参議院

選挙前日といった，多くの人出で混乱が予測される日は

歩行者天国を中止しようとするケースが出てきた． 

 1980 年代以降は，1970 年代のような関心の高さ，盛

り上がりは見られなくなった． 

 

 

４．考察 

 

 「広場」「公園」「空地」「歩行者天国」記事の分析
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表 9：「歩行者天国」の年代話題別記事数 

表 10：『歩行者天国実施・計画』と『中止・廃止』の記事 

内容 
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結果を基に，話題の変遷を全体像として図１に整理した． 

まず，各キーワードの特徴や傾向から，各空間がどの

ような“場”であったのか，行事内容や空間の整備・管

理状況等から考察する．次に，各空間の変遷を比較し，

各場所の特徴や関係性を考察する． 
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建
設

新
公
園
・
小
公
園
計
画
・

予
定
地
選
定

小
公
園
，
小
学
校
付
属
公
園

計
画
・
建
設
（
保
健
・
衛

生
・
防
空
・
防
火
・
娯
楽
・

避
難
地
の
た
め
）

・
住
民
参
加
の
公
園
づ
く
り
，
住
民
運
動

・
防
災
公
園
，
避
難
地
と
な
る
公
園
（
主
に
震
災
対
策
）

工
場
跡
地
，
埋
立
地
，
基
地
跡
地
，
試
験
場
跡
地
，
研

究
施
設
跡
地
に
公
園

小
公
園
・
児
童
公
園
計
画
・
建
設
，

交
通
公
園
計
画
建
設

自
然
に
ふ
れ
る
公
園
，
娯
楽
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
豊
富
な
公
園

展 示 施 設

商
業
・
文
化
･
展
示
・

運
動
施
設
/噴
水
・
滝

文
化
・
展
示
・
運
動
施
設

運
動
施
設
・
子
供
向
け
施
設

公
園
に
装
飾
品
・
備
品

自
然
保
護
・

自
然
体
験
施
設

皇
室
関
連
行
事
（
行
啓
，
行
幸
，
英
国
皇
族
歓
迎
，
奉
祝
会
等
）

・
上
野
公
園
，
芝
公
園
に
て

・
日
比
谷
公
園
，
上
野
公
園
に
て

国
家
・
軍
事
関
連
行
事

（
日
露
戦
争
祝
勝
会
，
戦
士
歓
迎
会
，
外
国
人
貴
賓
歓
迎
会
，
建
国
祭
等
）

・
日
比
谷
，
上
野
，
浅
草
公
園
に
て

相
撲
，
展
示
会
・
展
覧
会
，
演
奏
会
（
上
野
，
芝
，
深
川
，
浅
草
，
日
比
谷
公
園
に
て
）

多
様
な
行
事

（
祭
り
，
演
奏
会
，
映
画
，
競
技
会
）

多
様
な
行
事
（
演
奏
会
，
植
物
展
示
会
，
祭
り
，
子
供
向
け
行
事
等
）

普
選

運
動

メ
ー

デ
ー

安
保
闘
争
，

反
政
府
運
動

反
核
・
軍
縮

示
威
運
動

脱 原 発

商
店
・

バ
ラ
ッ
ク

立
退
き
命

公
園
規
則
，
利
用
規
制
/環
境
浄
化
・
治
安
対
策

植
樹
（
桜
，
梅
等
）
，
花
植
え

緑
化
，
植
物
の
保
全
・
復
元

緑
化
，
植
物
保
全
・
復
元
，
生
態
系
保

全
・
再
生
，
清
掃
，
水
質
浄
化

公
園
管
理
不
備
で
事
故

ホ
ー
ム
レ
ス
が

加
害
者
・
被
害
者
の
事
件

子
供
・
若
者
が
加
害
者
・
被
害
者
の
事
件
事
故

集
会

規
制

防
犯
，

パ
ト
ロ
ー
ル

遊
具
の
撤
去
・

安
全
管
理

デ ン グ 熱

電 車 賃 値 上 げ 反 対

公
園
計
画
・
設
置
・

建
設
・
指
定
・
拡

張
・
改
修

公
園
に
何
か
新
築
・

増
築
・
建
築
計
画

行
事
・
催
し
物

集
会
・
デ
モ

規
制
・
取
締
り

事
件
・
事
故
・
災

害
・
公
害

緑
化
・
自
然
再
生
・

美
化
・
水
質
浄
化

安
全
・
管
理
・
防
犯

土
壌
汚
染
等
公
害
被
害

公
園
観
念
・
意
見

「
日
本
の
公
園
づ
く

り
や
進
展
度
の
遅
さ

に
不
満
」

「
こ
う
い

う
公
園
が

欲
し
い
」

「
公
園
少
な
い
，
必
要
」

「
公
園
の
つ
く
り
，
管
理
に
不
満
」

「
公
園
利
用
者
に
不
満
，
利
用
者
の
マ
ナ
ー
」

ホ コ 天

中 止 ・ 廃 止

ホ
コ
天
実
施
・
計
画

祭
り
・
記
念
行
事

示
威
運
動

政
治
家
に
よ
る
政
治
活
動

歩
行
者
天
国
実
施
・

計
画

示
威
運
動

行
事
・
催
し
物

歩
行
者
天
国
中
止
・

廃
止

そ
の
他

規
制
・
取
締
り

集
団
が
滞
留
，
集
団

歩
行
す
る
行
事
禁
止

駅
広
，
広
場
に
装
飾
品
・
備
品

「
広
場
必
要
」

「
民
主
的
な
場
で

あ
る
広
場
必
要
」

駅
前
広
場
計
画
・
建
設

駅
前
広
場
計
画
・
建
設
，
駅
再
開
発
で
駅
広
計
画

子
供
の
た
め
の
広
場
計
画
・
建
設

防
災
・
避
難
所
・
緑
確
保
の
た
め
の

広
場
/広
場
づ
く
り
へ
の
市
民
参
加

皇
室
・
軍
事
・
国
家
関
連
行
事

（
宮
城
内
の
広
場
，
新
宿
御
苑
の

広
場
，
神
宮
外
苑
の
広
場
に
て
）

皇
室
・
軍
事
・
国
家
関
連
行
事

皇
居
前
広
場
の
緑
化
・
美
化

自
然
体

験
・

子
供
向

け
行
事

宮
城
前
広
場
で
示

威
運
動
・
メ
ー

デ
ー

フ ォ ー ク 集 会

↑ 禁
止
・

取
締
り

← 禁 止 ・ 取 締 り

皇
居

前
広

場
の

規
制

広
場
計
画
・
建
設
・

指
定
・
拡
張
・
改
修

行
事
・
催
し
物

集
会
・
デ
モ

緑
化
・
自
然
再
生
・

規
制
・
取
締
り
・
注

広
場
観
念
・
意
見

広
場
に
何
か
新
築
・

増
築
・
建
築
計
画

事
件
・
事
故
・
災

害
・
公
害

土 壌 汚 染

そ
の
他

◆
大
公
園
≒
国
と
国
民
の
空
間

◆
街
中
の
公
園
≒
国
民
の
空
間
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(1) 各場所の変遷の特徴 

a)広場 

 1910年代から1940年代までは，広場と言えば，宮城前

広場，新宿御苑広場，神宮外苑広場といった皇室に関係

の深い場所を中心に整備され，これらは皇室関連行事，

軍事・国家関連の行事に特化して使われた．国民のため

の広場というよりは，国家的空間であり，皇室が使う場，

国や軍隊の勢力をアピールするための場に，国民が大勢

観覧しに行く形で集合・動員されていた． 

1930年代中盤より，交通の発展に伴い駅前広場が建設

され始める，車両や人びとで駅が混雑していた時代，駅

前広場はその緩和を主目的とした機能的空間に終始して

いた． 

戦後，宮城前広場において倒閣国民大会やメーデーが

開催され，皇室や国家の場であった空間は国民が雑踏し，

意見を主張する場として大衆化が始まる．それに対して

政府は強い反感を表し，1950年代前半にはデモ・集会の

主催者側と政府側の“皇居前広場をめぐる争い”が始ま

り，以降集会活動は見られなくなる．さらに1960年代に

は皇居前広場の「芝生全面立入禁止」や「環境浄化の取

り締まり」が行われるなど規制が強化した．広場の大衆

化と規制管理とのせめぎ合いの様相が見られる． 

その後，市民による大規模な示威運動が広場において

見られたのは1969年の新宿西口地下広場における反戦フ

ォーク集会であった．広場が国民の空間となりつつあっ

たが，これもまた政府・警察側によって規制・取締りが

強引な形で行われ，意見を主張するための場としての性

格は失ってしまった． 

広場づくりに関しては，1960年代より駅前広場に特色

や美観を加えるための装飾品や備品が設置される動きが

見られた．そして，1970年代より駅前広場計画を駅の再

開発に伴って行う事例が出てくる．交通処理だけでなく，

歩行者の安全性・快適性を確保するための場となった．

また，それまで広場づくりといえば駅前広場が中心であ

ったが，1960年代後半より「子供のための広場」，1970

年代より「防災・避難所・緑確保のための広場」が街中

に出来ていく．広場が，人口増加や都市化によって遊び

場を失った子供たちを収容する場であり，地震等の災害

対策，公害対策として利用される場になってきたと考え

られる． 

b)公園 

1873年布達の太政官布告第十六号以降，上野，芝，浅

草公園を中心に「公園といえば社寺等に立地するもの」

といった認識が1900年代まで続いたと推測する．ここで

は江戸期に続いて，桜や梅が植樹され，遊楽する場であ

った．一方，上野公園には博物館・新聞縦覧所といった

展示施設が現れ始め，市民に教養を与える啓蒙装置の場

として整備しようとする動きがあったと考えられる．日

比谷公園や浅草公園にも展示施設，商業施設，文化・展

示施設，運動施設や噴水・滝といった装飾物がつくられ

るなど，公園の活用の幅が非常に広くなっていった．公

園が人びとにとって憩いの場であると同時に，政治視線

としては芸術的・文化的教養を身につけさせ，さらに体

育を図らせる場であった．新しく整備されていく公園は，

国民の公共の空間というよりは，“国から与えられた空

間”という意味合いが強かったと考えられる． 

1900年代になると，公園は日露戦争祝勝会や陸海軍の

歓迎会で賑わう．公園は，国の戦勝を喜び合う場，戦争

から戻った兵士を称える場となった．さらにこの時代，

公園が「電車賃値上げ反対」を訴える示威運動の場とな

る．日露戦争の勝利によって，公園は，国民が感情を共

有し，露呈する場であり，国民が主体となって集まる場

となった．しかし，示威運動に関しては，政府・警察側

の規制によって1年ほどで収束してしまう．公園が国民

に開かれた空間となっていく一方で，公園規則・公園利

用規制，集会・デモの禁止・警戒などで，公園を管理・

統制しようとする動きが見られる． 

1910年代になると，立地に社寺が関係しない，一から

つくる新しい公園の計画・建設が始まり，1923年の関東

大震災後，災害時における公園の重要性が高まり，特に

小公園の計画・建設が活発的となる．公園が，防空・防

火，避難地の場としても評価されるようになり，市民に

近い存在になったと考えられる． 

1920，30年代には，国民に向けた多様な行事が各地の

公園で催され，普選運動・メーデーといった示威運動も

再び見られることから，公園が国民の場になったと言え

る．また，公園における子供向けの行事が増えたこと，

公園で子供や若者が被害者・加害者となる事件事故が見

られ始めたことから，公園が子供・若者の集まる場とし

て定着し始めた時代といえる．対して，皇室関連行事や

軍事・国家関連行事は，1940年代からはほとんど公園に

おいて行われなくなる．1880，90年代に見られた，国の

空間，国から与えられた空間，であった公園の姿は，

1930年代までで収束していったと考えられる． 

1940年代は第二次世界大戦の影響により，公園の空間

利用が非常に少なくなるが，1950年代からは再び公園づ

くりが活発になっていく．特徴としては，自然に富んだ

公園づくり，娯楽・レクリエーション施設が充実した公

園づくりが見られ始め，その傾向は1960，70年代におい

てさらに加速していく．加えて子供の遊び場不足から，

子供向けの小公園・児童公園・交通公園が，工場跡地，

埋立地を活用してまで増設された．急速な都市化によっ

て，ビルが建ち並び，コンクリートで地面が覆われ，自

動車が増加していった時代，公園はそうしたものから解
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放され，自然にふれることが出来る，貴重な場であった

と考えられる． 

また1960年代より，公園管理不備による事故や子供・

若者の事件事故の発生，集会・デモの過熱化によって，

公園の防犯が強化されたり，公園規則・利用規制の強化，

環境浄化・治安対策が行われたりするようになる．公園

が国民のための場となり，公園数・公園利用者数の増加

や活用の幅も増加していったが，その分公園における事

件や事故，反乱といった政府・警察側にとって不都合な

事象が発生したことで，公園は“管理空間”という性質

を強めていったと推測する． 

c)空地 

一方，特に利用目的を持たずに存在していた「空地」

は，1940年代の戦時には，空襲からまちの延焼を防ぐ空

間，また食糧難対策の栽培・耕作が行われる場となった

り，1960年代の子供の遊び場不足の際には公園広場の代

替として機能したりと，都市空間の補完的な役割を担っ

ていた．しかし，1970年代以降は子供が空地に集まると

いった傾向は見られなくなり，安全の観点から公園・広

場といった管理空間に徐々に吸収されていった． 

d)歩行者天国 

「歩行者天国」は 1970 年代に一気に各地の通りに現

れ，自動車公害の緩和や交通事故の防止対策の場であっ

た．さらに利用者にとっては，公害や交通事故の危険か

ら解放される場であったと推測する．歩行者天国の空間

利用としては，祭りや様々な催し物やパレードで賑わっ

た．多いときは数十万人規模の人びとが集まるこの空間

は，演説や選挙運動の恰好の場とされ，政治家による政

治活動の場としても活用された． 

しかし，1970年代後半より，「集団が滞留する恐れが

ある行事」や「集団が同じ目的をもって歩く集団歩行行

事」を好ましく思わない価値観が生じ，利用者側の物珍

しさも消えて，さらに他の通りの交通量増加や，利用者

によるゴミ問題・騒音問題から歩行者天国づくりは沈静

化していった． 

 

(2) 各場所同士の関係性 

まず，他の空間と比べ，「公園」は時代のニーズに応

えた空間づくりが目立つ．関東大震災後では，防火や避

難地確保のために小公園が増設され，1950～70年代では，

都市化によって，遊び場を失った子供を収容する児童公

園が建設された．また，1950年代より，余暇時代に合わ

せ娯楽施設が充実した公園づくりが見られるなど，公園

は社会的要請を吸収する場であったと考えられる． 

次に，「広場」と「公園」は時代とともに空間が大衆

化していき，市民の利用の幅が広がっいったが，その分

取締りも多く受け，利用者と管理側の対立が何度も発生

した場であり，管理空間にしようとする働きかけが確認

できる． 

特に利用目的を持たずに存在していた空地は，都市空

間の補完的な役割を担っていたと言える．例えば，戦時

中の食糧不足時は栽培・耕作の場へと変化し，1960年代

の子供の遊び場不足の際は，広場や公園に姿を変えた．

しかし，60年代に広場などの管理空間として吸収された

ことで，都市の余白であった空地はなくなっていったと

考えられる．そうした中で余白空間を一時的に生み出す

歩行者天国という場が出現したと解釈できる． 

 

 

５．結論 

 

(1) 研究成果 

明治期から現代までの新聞記事から，「広場」「公

園」「空地」「歩行者天国」の時代ごとの状況や使われ

方，イメージなどの変遷を明らかにした．大きなポイン

トとしては，公園空間の大衆化、広場空間の大衆化、                

空地空間の管理空間化，歩行者天国の目的と変化，であ

る． 

これらの4空間の変遷を比較することで，各空間の独

自性や，空間同士の関係性を見出した．時代のニーズに

応えてつくられる公園空間，広場・公園空間の大衆化に

伴う空間の規制，都市空間の補完的役割を担っていた空

地の存在が挙げられる． 

 

(2) 今後の課題 

 ニュースにならないような日常の出来事がわかる資

料による補足（写真，日記，評論など）や，対象新聞を

広げ，より精度の高い変遷とすること，また，日本史や

通史など他資料（社会背景史，設計技術・デザイン史な

ど）との照合によって整合性を確認する必要がある． 
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